
(57)【要約】
本発明は、水産養殖における水の体積中の細菌およびウイルスレベルを減少させるための
方法に関する。この方法は、（ａ）飼育された水生生物またはその卵を放流すべき水の体
積を供給し、（ｂ）放流前に、水中にグルタルアルデヒドが０．１～２ｐｐｍの量で提供
される程度に、水にグルタルアルデヒドを装入し、（ｃ）飼育された水生生物またはその
卵を、グルタルアルデヒドの濃度が０．１～２ｐｐｍになった時点で水に放流し、（ｄ）
飼育された水生生物またはその卵を生育させ、かつ、（ｅ）場合によっては生育期間中に
おいて、グルタルアルデヒド水溶液の他の回分を装入することによって、グルタルアルデ
ヒドの濃度を０．１～２ｐｐｍの程度の量で維持する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
水 産 養 殖 に お け る 水 の 体 積 中 の 細 菌 お よ び ウ イ ル ス の レ ベ ル を 減 少 さ せ る た め の 方 法 に お
い て 、
（ ａ ） 飼 育 さ れ た 水 生 生 物 ま た は そ の 卵 を 放 流 す べ き 水 の 体 積 を 供 給 し 、
（ ｂ ） 放 流 前 に 、 水 中 ０ ． １ ～ ２ ｐ ｐ ｍ の グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド を 提 供 す る 程 度 の 量 で 、 水
に グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド 水 溶 液 を 装 入 し 、
（ ｃ ） 飼 育 さ れ た 水 生 生 物 ま た は そ の 卵 を 、 グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド の 濃 度 が ０ ． １ ～ ２ ｐ ｐ
ｍ に な っ た 時 点 で 水 に 放 流 し 、
（ ｄ ） 飼 育 さ れ た 水 生 生 物 ま た は そ の 卵 を 生 育 さ せ 、 か つ 、
（ ｅ ） 場 合 に よ っ て は 生 育 期 間 中 に お い て 、 グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド の 濃 度 を ０ ． １ ～ ２ ｐ ｐ
ｍ で 維 持 す る 程 度 の 量 で 、 水 に 少 な く と も 一 つ の グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド 水 溶 液 の さ ら な る 回
分 を 装 入 す る こ と を 特 徴 と す る 、 水 産 養 殖 に お け る 水 の 体 積 中 の 細 菌 お よ び ウ イ ル ス の レ
ベ ル を 減 少 さ せ る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
そ れ ぞ れ 工 程 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） お よ び （ ｅ ） 中 の グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド の 濃 度 が ０ ． ５ ～ １ ．
５ ｐ ｐ ｍ の 範 囲 内 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
ビ ブ リ オ 種 の 細 菌 に 適 用 す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
ビ ブ リ オ 種 の 細 菌 が 、 Ｖ ｉ ｂ ｒ ｉ ｏ 　 ｐ ａ ｒ ａ ｈ ａ ｅ ｍ ｏ ｌ ｙ ｔ ｉ ｃ ｕ ｓ お よ び Ｖ ｉ ｂ ｒ
ｉ ｏ 　 ｈ ａ ｒ ｖ ｅ ｙ ｉ か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
白 斑 点 病 症 候 群 バ キ ュ ロ ウ イ ル ス （ Ｗ Ｓ Ｂ Ｖ ） 複 合 体 、 イ エ ロ ー ヘ ッ ド ウ イ ル ス お よ び タ
ウ ラ 　 シ ン ド ロ ー ム ウ イ ル ス か ら 選 択 さ れ た ウ イ ル ス に 適 用 す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
ウ イ ル ス が 、 Ｈ Ａ Ｂ Ｖ 、 Ｒ Ｖ － Ｊ Ｐ お よ び Ｓ Ｅ Ｍ Ｂ Ｖ か ら 選 択 さ れ た Ｗ Ｓ Ｂ Ｖ 複 合 体 で あ
る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
飼 育 さ れ る 水 生 生 物 ま た は そ の 卵 が 甲 殻 類 ま た は そ の 卵 で あ る 、 請 求 項 １ か ら ６ ま で の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
甲 殻 類 ま た は そ の 卵 が 小 エ ビ 、 ク ル マ エ ビ ま た は そ の 卵 で あ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
甲 殻 類 が 、 Ｌ ｉ ｔ ｏ ｐ ｅ ｎ ａ ｅ ｕ ｓ 　 ｖ ａ ｎ ｎ ａ ｍ ｅ ｉ 、 Ｌ ｉ ｔ ｏ ｐ ｅ ｎ ａ ｅ ｕ ｓ 　 ｓ ｅ
ｔ ｉ ｆ ｅ ｒ ｕ ｓ 、 Ｌ ｉ ｔ ｏ ｐ ｅ ｎ ａ ｅ ｕ ｓ 　 ｓ ｔ ｙ ｌ ｉ ｒ ｏ ｓ ｔ ｒ ｉ ｓ 、 Ｌ ｉ ｔ ｏ ｐ ｅ ｎ
ａ ｅ ｕ ｓ 　 ａ ｚ ｔ ｅ ｃ ｕ ｓ 、 Ｌ ｉ ｔ ｏ ｐ ｅ ｎ ａ ｅ ｕ ｓ 　 ｃ ｈ ｉ ｎ ｅ ｎ ｓ ｉ ｓ 、 Ｌ ｉ ｔ ｏ ｐ
ｅ ｎ ａ ｅ ｕ ｓ 　 ｄ ｕ ｏ ｒ ａ ｒ ｕ ｍ 、 Ｐ ｅ ｎ ａ ｅ ｕ ｓ 　 ｍ ｏ ｎ ｏ ｄ ｏ ｎ お よ び Ｐ ｅ ｎ ａ ｅ ｕ
ｓ 　 ｖ ａ ｎ ｎ ａ ｍ ｅ ｉ か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ７ ま た は ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 工 程 （ ｅ ） を 含 む 、 請 求 項 １ か ら ９ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド の 少 な く と も ２ つ の 回 分 を 、 水 に 装 入 し 、 そ の 際 、 こ れ ら の 添 加 の 間
隔 が そ れ ぞ れ ５ ～ １ ０ 日 で あ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
工 程 （ ｅ ） に 加 え て さ ら に 、 も は や グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド が 添 加 さ れ な い 最 終 的 な 生 育 期 間
が 付 加 さ れ る こ と を 含 む 、 請 求 項 １ か ら １ １ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 の さ ら な る 最 終 的 な 期 間 が 、 少 な く と も ３ ０ 日 間 で あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
封 鎖 さ れ 通 気 さ れ た 池 を 用 い て お こ な う 、 請 求 項 １ か ら １ ３ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
海 洋 環 境 中 で お こ な う 、 請 求 項 １ か ら １ ４ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 水 産 養 殖 、 特 に 小 エ ビ の 養 殖 に お け る 水 の 体 積 中 の 細 菌 お よ び ウ イ ル ス の レ ベ
ル を 減 少 さ せ る た め の 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
特 に 、 こ の 脅 威 は 、 伝 染 性 の 治 療 困 難 な ウ イ ル ス 、 た と え ば 、 タ ウ ラ 　 シ ン ド ロ ー ム ウ イ
ル ス （ Ｔ ａ ｕ ｒ ａ  Ｓ ｙ ｎ ｄ ｒ ｏ ｍ ｅ  Ｖ ｉ ｒ ｕ ｓ ） （ Ｔ Ｓ Ｖ ） 、 イ エ ロ ー ヘ ッ ド ウ イ ル ス
（ Ｙ ｅ ｌ ｌ ｏ ｗ  Ｈ ｅ ａ ｄ  Ｖ ｉ ｒ ｕ ｓ ） （ Ｙ Ｈ Ｖ ） お よ び 白 斑 点 病 症 候 群 バ キ ュ ロ ウ イ ル
ス （ Ｗ Ｓ Ｂ Ｖ ） に 由 来 す る も の で あ る 。 ま た 、 小 エ ビ は 、 ビ ブ リ オ 　 パ ラ ヘ モ ラ イ チ ク ス
（ Ｖ ｉ ｂ ｒ ｉ ｏ  ｐ ａ ｒ ａ ｈ ａ ｅ ｍ ｏ ｌ ｙ ｔ ｉ ｃ ｕ ｓ ） （ 腸 炎 ビ ブ リ オ ） の よ う な 細 菌 に
よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 疾 病 に な り 易 い 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
前 記 の ウ イ ル ス は す べ て 、 養 殖 中 の 生 育 段 階 に お い て 影 響 す る 。 典 型 的 に Ｔ Ｓ Ｖ は 、 生 育
の た め の 池 に 放 流 す る ２ ～ ４ 週 間 の 間 の そ の 幼 形 段 階 （ ０ ． １ ～ ５ ． ０ ｇ 体 重 ） の 、 小 エ
ビ 　 Ｌ ｉ ｔ ｏ ｐ ｅ ｎ ａ ｅ ｕ ｓ 　 ｖ ａ ｎ ｎ ａ ｍ ｅ ｉ に 影 響 す る 。 Ｙ Ｈ Ｖ は 、 典 型 的 に は 、 幼
形 段 階 後 期 （ ５ ～ １ ５ ｇ 　 体 重 ） に お い て 小 エ ビ に 影 響 を 及 ぼ す 。 Ｗ Ｓ Ｂ Ｖ は 、 特 に 伝 染
性 が 高 く 、 し ば し ば 早 期 の 後 幼 生 段 階 （ ｐ ｏ ｓ ｔ  ｌ ａ ｒ ｖ ａ ｌ  ｓ ｔ ａ ｇ ｅ ） に 影 響 を 及
ぼ す が 、 し か し な が ら 同 様 に 、 養 殖 の 後 期 段 階 に お い て も 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ る 。 こ
れ ら の ウ イ ル ス は 、 極 め て 特 徴 的 な 病 原 体 の 例 で あ る 。 多 く の ウ イ ル ス 性 病 原 体 は 、 小 エ
ビ の 収 穫 量 に お い て 打 撃 を 与 え る こ と が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
水 槽 中 で の 小 エ ビ の 養 殖 中 に お い て 、 外 部 寄 生 菌 （ 原 生 動 物 ） の 増 殖 を 制 御 す る た め に 、
水 槽 に ２ ． ５ ｐ ｐ ｍ の グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド を 添 加 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 こ れ は 、 Ｃ ｏ
ｎ ｆ ｅ ｒ ｅ ｎ ｃ ｅ 　 ｐ ａ ｐ ｅ ｒ 、 ８ ｔ ｈ 　 Ｓ ｃ ｉ ｅ ｎ ｔ ｉ ｆ ｉ ｃ 　 Ｃ ｏ ｍ ｐ ｒ ｅ ｓ ｓ 、 Ｆ
ａ ｃ ｕ ｌ ｔ ｙ 　 ｏ ｆ 　 Ｖ ｅ ｔ ｅ ｒ ｉ ｎ ａ ｒ ｙ 　 Ｍ ｅ ｄ ｉ ｃ ｉ ｎ ｅ 、 Ａ ｓ ｓ ｕ ｉ ｔ 　 Ｕ ｎ ｉ
ｖ ｅ ｒ ｓ ｉ ｔ ｙ 、 Ｅ ｇ ｙ ｐ ｔ ， １ ５ ～ １ ７ 　 Ｎ ｏ ｖ ｅ ｍ ｂ ｅ ｒ 、 １ ９ ９ ８ か ら も 明 か で あ
る 。 し か し な が ら 、 こ の 論 文 に お い て は 、 ホ ル マ リ ン の 使 用 が 好 ま し い と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
フ ィ ッ ツ パ ト リ ッ ク ら （ Ｆ ｉ ｔ ｚ ｐ ａ ｔ ｒ ｉ ｃ ｋ  ｅ ｔ  ａ ｌ ． ） 、 Ｐ ｒ ｏ ｇ ｒ ｅ ｓ ｓ ｉ ｖ
ｅ 　 Ｆ ｉ ｓ ｈ － Ｃ ｕ ｌ ｔ ｕ ｒ ｉ ｓ ｔ （ １ ９ ９ ５ ） 、 ５ ７ 、 １ ５ ３ － １ ５ ５ で は 、 成 形 の ス
プ リ ン グ キ ン グ サ ー モ ン （ ｓ ｐ ｒ ｉ ｎ ｇ  ｃ ｈ ｉ ｎ ｏ ｏ ｋ  ｓ ａ ｌ ｍ ｏ ｎ ） を 処 置 す る た め
の 、 グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド を 含 む ３ つ の 候 補 と な る 殺 菌 剤 が 評 価 さ れ て お り 、 こ の 場 合 、 こ
れ は 、 そ れ ぞ れ ３ １ ． ２ お よ び ６ ． ２ ｍ ｇ ／ ｌ の 量 で 、 流 動 系 中 で 適 用 さ せ て い る 。 グ ル
タ ル ア ル デ ヒ ド で の 処 置 は 予 想 通 り で あ っ た が 、 も う 一 つ の 選 択 肢 と し て 、 過 酸 化 水 素 が
好 ま し い と さ れ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ザ ル ベ ッ セ ン ら （ Ｓ ａ ｌ ｖ ｅ ｓ ｅ ｎ  ｅ ｔ  ａ ｌ ． ） 、 Ａ ｑ ｕ ａ ｃ ｕ ｌ ｔ ｕ ｒ ｅ 　 Ｉ ｎ ｔ ｅ
ｒ ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ （ １ ９ ９ ７ ） 、 ５ 、 ２ ４ ９ － ２ ５ ８ お よ び オ ル セ ン ら （ Ｏ ｌ ｓ ｅ ｎ  
ｅ ｔ  ａ ｌ ． ） 、 Ａ ｑ ｕ ａ ｃ ｕ ｌ ｔ ｕ ｒ ｅ （ １ ９ ９ ９ ） 、 １ ７ ６ 、 ３ ～ １ ３ の そ れ ぞ れ の
論 文 に お い て 、 ４ ０ ０ ～ １ ２ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｌ の グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド を 用 い て の ア ト ラ ン テ ィ
ッ ク ハ リ バ ッ ト （ Ａ ｔ ｌ ａ ｎ ｔ ｉ ｃ  ｈ ａ ｌ ｉ ｂ ｕ ｔ ） お よ び タ ー ボ ッ ト （ ｔ ｕ ｒ ｂ ｏ ｔ
） の 卵 の 殺 菌 法 が 開 示 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な 高 い レ ベ ル に お い て 、 グ ル
タ ル ア ル デ ヒ ド は 水 生 生 物 の 特 定 の 形 に お い て 毒 性 で あ り え 、 ま た 、 フ ィ ッ ツ パ ト リ ッ ク
ら に よ る と 、 ６ ２ ｍ ｇ ／ ｌ と 低 い レ ベ ル で あ っ て も ス プ リ ン グ キ ン グ サ ー モ ン に と っ て 毒
性 で あ る と し て い る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
驚 く べ き こ と に 、 水 生 生 物 に と っ て 、 特 に 小 エ ビ に 対 し て 有 害 な ウ イ ル ス お よ び 細 菌 の 双
方 の 高 く 効 果 的 な 減 少 が 、 養 殖 さ れ る 水 生 生 物 お よ び そ の 卵 を 成 長 さ せ る 池 に 、 極 め て 低
い 濃 度 の グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド を 適 用 さ せ る こ と に よ っ て 得 ら れ る こ と が 見 出 さ れ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
し た が っ て 、 本 発 明 は 、 水 産 養 殖 中 に お け る 水 の 体 積 中 の 細 菌 お よ び ウ イ ル ス の レ ベ ル を
減 少 さ せ る た め の 方 法 を 提 供 し 、 こ の 場 合 、 こ の 方 法 は 、
（ ａ ） 飼 育 さ れ た 水 生 生 物 ま た は そ の 卵 を 放 流 す べ き 水 の 体 積 を 提 供 し 、
（ ｂ ） 放 流 前 に 、 水 中 ０ ． １ ～ ２ ｐ ｐ ｍ の グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド 濃 度 が 提 供 さ れ る 程 度 の 量
で 、 グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド 水 溶 液 を 水 に 装 入 し 、
（ ｃ ） 飼 育 さ れ た 水 生 生 物 ま た は そ の 卵 を 、 グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド の 濃 度 が ０ ． １ ～ ２ ｐ ｐ
ｍ の 濃 度 に な っ た 時 点 で 水 に 放 流 し 、
（ ｄ ） 飼 育 さ れ た 水 生 生 物 ま た は そ の 卵 を 生 育 さ せ 、 か つ 、
（ ｅ ） 場 合 に よ っ て は 生 育 期 間 中 に お い て 、 グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド の 少 な く と も 一 つ の 他 の
回 分 を 、 グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド の 濃 度 が ０ ． １ ～ ２ ｐ ｐ ｍ に 維 持 さ れ る 程 度 の 量 で 水 に 装 入
す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
好 ま し く は 、 そ れ ぞ れ 工 程 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） お よ び （ ｅ ） で 使 用 さ れ た グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド
の 濃 度 は 、 ０ ． ５ ～ １ ． ５ ｐ ｐ ｍ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
方 法 は 、 特 に 細 菌 、 殊 に ビ ブ リ オ 種 の 細 菌 、 詳 細 に は Ｖ ｉ ｂ ｒ ｉ ｏ 　 ｐ ａ ｒ ａ ｈ ａ ｅ ｍ ｏ
ｌ ｙ ｔ ｉ ｃ ｕ ｓ お よ び Ｖ ｉ ｂ ｒ ｉ ｏ 　 ｈ ａ ｒ ｖ ｅ ｙ ｉ の レ ベ ル を 減 少 さ せ る の に 適 し て い
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 方 法 は 、 白 斑 点 病 症 候 群 バ キ ュ ロ ウ イ ル ス （ Ｗ Ｓ Ｂ Ｖ ） 複 合 体 （ ま た Ｃ ｈ ｉ ｎ ａ 　
Ｖ ｉ ｒ ｕ ｓ と し て 公 知 ） 、 た と え ば 、 Ｈ Ｈ Ｎ Ｂ Ｖ ； Ｒ Ｖ － Ｐ Ｊ お よ び Ｓ Ｅ Ｍ Ｂ Ｖ 　 イ エ ロ
ー ヘ ッ ド ウ イ ル ス （ Ｙ ｅ ｌ ｌ ｏ ｗ  Ｈ ｅ ａ ｄ  Ｖ ｉ ｒ ｕ ｓ ） （ ま た Ｈ ｕ ｅ 　 Ｌ ｅ ｕ ｎ ｇ と し
て 公 知 ） お よ び タ ウ ラ シ ン ド ロ ー ム ウ イ ル ス （ Ｔ ａ ｕ ｒ ａ  Ｓ ｙ ｎ ｄ ｒ ｏ ｍ ｅ  Ｖ ｉ ｒ ｕ ｓ
） の レ ベ ル を 減 少 さ せ る の に 特 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に よ る 方 法 は 、 特 に 甲 殻 類 、 殊 に 小 エ ビ ま た は ク ル マ エ ビ 、 そ れ ら の 卵 、 た と え ば
、 Ｌ ｉ ｔ ｏ ｐ ｅ ｎ ａ ｅ ｕ ｓ 　 Ｖ ａ ｎ ｎ ａ ｍ ｅ ｉ 、 Ｌ ｉ ｔ ｏ ｐ ｅ ｎ ａ ｅ ｕ ｓ 　 ｓ ｅ ｔ ｉ ｆ ｅ
ｒ ｕ ｓ 、 Ｌ ｉ ｔ ｏ ｐ ｅ ｎ ａ ｅ ｕ ｓ 　 ｓ ｔ ｙ ｌ ｉ ｒ ｏ ｓ ｔ ｒ ｉ ｓ 、 Ｌ ｉ ｔ ｏ ｐ ｅ ｎ ａ ｅ ｕ ｓ
　 ａ ｚ ｔ ｅ ｃ ｕ ｓ 、 Ｌ ｉ ｔ ｏ ｐ ｅ ｎ ａ ｅ ｕ ｓ 　 ｃ ｈ ｉ ｎ ｅ ｎ ｓ ｉ ｓ 、 Ｌ ｉ ｔ ｏ ｐ ｅ ｎ ａ ｅ
ｕ ｓ 　 ｄ ｕ ｏ ｒ ａ ｒ ｕ ｍ 、 Ｐ ａ ｎ ａ ｅ ｕ ｓ 　 ｍ ｏ ｎ ｏ ｄ ｏ ｎ お よ び 特 に は Ｐ ａ ｎ ａ ｅ ｕ ｓ
　 ｖ ａ ｎ ｎ ａ ｍ ｅ ｉ （ ブ ラ ッ ク タ イ ガ ー エ ビ ） の 養 殖 の た め に 適 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
好 ま し く は 、 生 育 期 間 に お い て 、 ０ ． １ ～ ２ ｐ ｐ ｍ の グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド の 濃 度 を 維 持 す
る 程 度 の 量 で 、 水 に 少 な く と も 一 つ の 他 の 回 分 の グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド 水 溶 液 を 装 入 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
よ り 好 ま し く は 、 グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド の 少 な く と も ２ つ の 回 分 を 、 水 に 装 入 し 、 そ の 際 、
こ れ ら を 添 加 す る 間 隔 は そ れ ぞ れ ５ ～ １ ０ 日 間 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
工 程 （ ｅ ） の 他 に 、 生 育 の た め の 最 終 的 な 期 間 、 好 ま し く は 少 な く と も ３ ０ 日 間 を 提 供 し
、 こ の 間 に さ ら に グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド を 添 加 し な い こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
水 産 養 殖 は 、 最 も 好 ま し く は 、 封 鎖 さ れ 通 気 し た 池 を 用 い て お こ な わ れ 、 か つ さ ら に 好 ま
し く は 海 洋 環 境 で お こ な う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
し た が っ て 、 生 育 の た め の 池 の 水 を 、 ０ ． １ ～ ２ ｐ ｐ ｍ の グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド で 処 理 す る
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こ と に よ っ て 、 存 在 す る 任 意 の 日 和 見 病 原 体 が 制 御 さ れ 、 か つ 小 エ ビ ま た は 車 エ ビ の 養 殖
作 業 が 、 以 下 に 示 し た よ う に か な り 改 善 さ れ た 。 同 様 に 、 他 の 甲 殻 類 、 貝 類 お よ び 魚 類 の
養 殖 に お い て こ の 方 法 を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド は 、 好 ま し く は 、 商 業 的 に 入 手 可 能 な 、 水 中 の ５ ０ ％ 溶 液 と し て 適 用
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
池 は 、 放 流 前 に グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド で 処 理 さ れ る 。 使 用 す べ き グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド の 量 は
、 そ の 大 き さ お よ び 深 さ に 依 存 し て そ の 池 毎 に 異 な る 。 ５ ０ ％ グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド 水 溶 液
　 ２ ０ ｋ ｇ を 深 さ １ ｍ 当 た り １ ヘ ク タ ー ル （ ｈ ａ ） 当 た り で 添 加 す る こ と が 推 奨 さ れ る （
す な わ ち 、 グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド 濃 度 １ ｐ ｐ ｍ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
生 成 物 の 正 確 な 量 は 、 適 し た 分 散 手 段 を 用 い て 、 池 中 に 均 等 に 分 配 さ れ な け れ ば な ら な い
。 分 散 前 に 、 水 中 ５ ０ ％ 水 溶 液 の 前 希 釈 液 を 作 成 す る こ と も 許 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
池 が 準 備 さ れ る と 直 ぐ に 、 グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド を 、 ２ ０ ｋ ｇ ／ ｈ ａ ／ 深 さ ｍ で 、 週 に 一 回
、 最 大 で は 週 に 二 回 添 加 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
好 ま し く は 、 処 理 は 、 小 エ ビ の 収 穫 前 ３ ０ 日 で 停 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
前 記 の 推 奨 は 、 一 般 的 な ガ イ ド と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 局 所 的 な 条 件 、 た と え ば 海
の 温 度 、 気 候 お よ び 池 の 水 組 成 は 、 効 率 に 影 響 を 及 ぼ す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
小 エ ビ の 健 康 状 態 を 、 規 則 的 に 調 査 し 、 副 作 用 が な い か を 確 認 す る こ と が 推 奨 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 の 好 ま し い 実 施 態 様 は 、 以 下 の 実 施 例 を 引 用 し て よ り 詳 細 に 記 載 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
実 施 例
２ 個 の 池 は 、 極 東 地 域 （ Ｆ ａ ｒ  Ｅ ａ ｓ ｔ ） に お い て 選 択 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
番 号 １ の 池 は ６ ０ ０ ０ ｍ ２ の 面 積 お よ び １ ｍ の 深 さ を 有 し て い た 。 ３ ０ 個 体 　 後 幼 生 ／ ｍ
２ の 程 度 で 放 流 し 、 し た が っ て 、 擬 似 的 な 集 約 的 養 殖 （ ｓ ｉ ｍ ｕ ｌ ａ ｔ ｉ ｎ ｇ  ｉ ｎ ｔ ｅ
ｎ ｓ ｉ ｖ ｅ  ｆ ａ ｒ ｍ ｉ ｎ ｇ ） と し て み な す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
番 号 ２ の 池 は ７ ０ ０ ０ ｍ ２ の 面 積 お よ び １ ｍ の 深 さ を 有 し て い た 。 １ ０ 個 体 　 後 幼 生 ／ ｍ
２ の 程 度 で 放 流 し 、 し た が っ て 、 半 － 集 約 的 養 殖 （ ｓ ｅ ｍ ｉ － ｉ ｎ ｔ ｅ ｎ ｓ ｉ ｖ ｅ  ｆ ａ
ｒ ｍ ｉ ｎ ｇ ） の 典 型 的 な も の と し て み な す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
活 性 成 分 と し て の ５ ０ ％ の グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド 水 溶 液 を 、 放 流 前 に そ れ ぞ れ の 池 に 添 加 し
、 収 穫 前 の １ ０ ７ 日 間 中 ３ ０ 日 間 に お い て 処 理 し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
そ れ ぞ れ の 処 理 に 関 し て 目 標 と さ れ る 投 与 量 は 、 １ ． ０ ～ １ ． ４ ｐ ｐ ｍ の 水 溶 液 （ す な わ
ち 、 ０ ． ５ ～ ０ ． ７ ｐ ｐ ｍ 　 グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド ） で あ り 、 こ の 場 合 、 こ れ は 、 １ ０ ～ １
４ ｋ ｇ 　 水 溶 液 ／ ｈ ａ ／ 深 さ 　 ｍ （ １ ｈ ａ ＝ １ ０ ， ０ ０ ０ ｍ ２ ） に 達 し た 。 こ の 方 法 に お
い て は 、 収 穫 前 の 少 な く と も ３ ０ 日 間 を 除 き 、 グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド の 濃 度 を ０ ． ５ ～ ０ ．
７ ｐ ｐ ｍ の 範 囲 で 維 持 し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の 研 究 の 結 果 は 、 以 下 の 第 １ 表 に 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
結 果
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【 ０ ０ ３ ３ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ４ 】
池 １ （ 集 約 的 ） か ら の 収 穫 量 は 、 ６ ０ ０ ０ ｍ ２ で １ ０ ７ 日 間 に 亘 っ て ４ ． ２ ト ン で あ り 、
収 率 は ７ ト ン ／ ヘ ク タ ー ル に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
池 ２ （ 半 集 約 的 ） か ら の 収 穫 量 は 、 ７ ０ ０ ０ ｍ ２ で １ ０ ７ 日 間 に 亘 っ て ０ ． ９ ５ ト ン で あ
り 、 こ の 場 合 、 こ れ は １ ． ３ ６ ト ン ／ ヘ ク タ ー ル に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
備 考 ： ベ ト ナ ム に お け る 半 集 約 規 模 の 養 殖 に お け る 通 常 の 収 穫 量 は 約 ０ ． ７ ト ン ／ ヘ ク タ
ー ル で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ れ ら の 研 究 か ら 、 ０ ． ５ ～ ０ ． ７ ｐ ｐ ｍ 程 度 の 低 い 濃 度 で あ っ て も 、 グ ル タ ル ア ル デ ヒ
ド （ 活 性 成 分 と し て ） は 、 処 理 に お い て 高 い 効 果 を 示 し 、 か つ 、 小 エ ビ の 養 殖 に お け る 有
害 な 疾 病 に か ら 水 を 保 護 す る こ と を 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
本 発 明 に よ る 方 法 は 池 の 管 理 に 効 果 的 で あ り 、 こ の 場 合 、 こ れ は 、 清 浄 な 放 流 さ れ て い な
い 池 に お い て 、 グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド で 処 理 す る こ と に よ っ て 開 始 し 、 疾 病 の 危 険 性 を 減 少
さ せ る 。 グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド を 用 い て の 衛 生 的 な 水 の 処 理 は 、 小 エ ビ を 後 幼 生 段 階 へ 導 く
た め の 水 の 調 整 す る の に 役 立 っ て も よ い 。 こ れ は 、 小 エ ビ に 対 し て 有 害 で は な い レ ベ ル に
、 病 原 体 を 制 御 す る の に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
方 法 を 用 い て 、 池 の 微 生 物 数 を 、 成 育 シ ー ズ ン を 通 し て 確 実 に 制 御 す る こ と が 可 能 で あ る
。 こ れ は 、 微 生 物 が 養 殖 工 程 に お け る 機 械 に 潜 伏 し て い る か ま た は こ れ に よ っ て 導 か れ う
る こ と か ら も 好 ま し い 。 本 発 明 の 方 法 は 、 季 節 を 通 し て 安 全 に 使 用 す る こ と が 可 能 で あ り
、 こ れ ら の 危 険 性 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
正 確 に 使 用 す る 場 合 に は 、 本 発 明 に よ る 方 法 は 消 費 者 の 安 全 の た め の 優 れ た 利 益 を 提 供 し
な が ら も 小 エ ビ に 対 し て 有 害 な も の で は な い 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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